
安倍政権は、年始から改憲に向けて本格的に動き始めまし

た。「今年こそ新しい時代への希望を生み出すような憲法の

あるべき姿を国民にしっかりと提示する」（安倍首相の年頭

記者会見）。安倍政権・与党は１８年中にも国会で発議し、

１９年に国民投票に持ち込む計画です。「戦争放棄」「戦力

の不保持」が明記されている９条を変え、日本を「戦争をす

る国」にするためです。

すでに安倍政権は、朝鮮有事（戦争）をあおりながら、軍

事拡大を進めており、なし崩し的に９条改憲を進めています。

今年度予算案では防衛費を増やし、「従来の延長線上ではな

く大胆な見直し」＝敵基地攻撃能力を保有していくことが検

討されています。

◆資本主義社会の腐敗と崩壊が根底

安倍政権の腐敗はとどまるところを知らず、危機に揺らい

でいます。加計・森友だけでなく、リニア新幹線をめぐる巨

額談合も、スパコンの問題も全部安倍政権の側近の手による

ものです。怒りが大爆発するのは不可避です。

もっと重大な危機が迫っています。今年、日銀が買い続け

る国債総額がついにＧＤＰを超えるのです。その額５００兆

円！誰もがこんなことはいつか崩壊すると分かっていながら

買い続けるしかない。これが出口を失った安倍政権の現実で

あり、戦争や改憲を現実化させている根底にあるものです。

◆改憲・戦争、権利破壊に立ち向かう団結を

安倍政権・与党の中から、「問題は国民投票だ。過半数の

賛成を得られなければ政権が終わってしまう」（自民党関係

者、１日付『毎日新聞』）という危機感がこぼれています。

学生・労働者にこそ、腐敗と崩壊の資本主義社会を変える

力があります。60年・70年の闘いや、近年でも原発反対運動

や安保関連法に反対する運動など、歴史の分かれ目には常に

学生や労働者の大きな闘いがありました。安倍政権は、学生・

労働者が団結して立ち上がることを恐れているから、必死に

なって競争をあおり分断を持ち込んできています。

いま全国大学で一斉にサークル・学生寮の破壊が始まって

います。こうした様々な攻撃に対して、闘う団結を取り戻し、

反撃していこう。改憲・戦争をとめ、奪われてきたすべての

権利を奪い返そう。普段は“政治”の話をしないような仲間

とも討論して、一緒に大きな運動をつくろう。

東北大学学生自治会（サークル仮棟Ｇ13）
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＊twitterもやってます。
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12月27日、新サークル棟を使用する団体を集めて「説明会」

が行われました。そこで小田中直樹・「総長」特別補佐によっ

て、部室棟の耐震・改修工事を行うことが通知されました。そ

の概要は以下の通り。

◆「内規」適用が本当の狙い

この改修工事の狙いは、これまで東北大生が勝ち取ってきた

サークル活動の権利を剥奪し、大学当局による管理強化・規制

強化をすることにあります。

新サークル棟にある部室は、１団体につき１つの部室を利用

しており、時間制限なく使用することができています。また、

新サークル棟の１階に設置されている中庭会議室・１０８号室

も、学生自身が管理することによって、いつでも使用すること

ができます。

対照的に、17年度に使用を開始した新課外活動施設は、夜間・

休日の使用が認められていません。説明会の場で小田中・「総

長」特別補佐が「今は８時30分～21時なんですけれども…」と

こぼしたように、今後はすべての部室に時間制限を設けていき

たい、これが大学当局の狙いに他なりません。

こういった規制はすべて東北大学の「内規」に書かれている

ことです。だから、工事期間である４月～11月の間だけ我慢す

れば、元通りのサークル・部活動ができるということではあり

ません。「内規に従います」という“誓約”することを条件に

部室の使用が認められ、従わなければ部室使用を認めないとい

うことを大学当局は狙っているということです。

◆全国大学で始まる規制強化

東北大学のサークル活動は、これまで多くの東北大生が声を

あげて、行動して勝ち取ってきたものです。“１サークルにつ

き１つの部室”も“部室を時間制限なく使用できる”ことも、

はじめから与えられたものではなく、すべてサークル員が獲得

してきた権利です。サークル活動への「内規」の適用を拒否し

てきたもの学生・サークル員の力です。

全国大学でもサークル活動などへの規制強化が始まっていま

す。京都大学では、12月19日に「京都大学立看板規程」が一方

的に通達され（18年５月１日施行）、学生寮に対して、これま

で話しあってきた内容をすべて反故にして一方的に入寮募集の

停止と18年９月廃寮が通告されました。

広島大学でも17年度からビラまき、看板設置の規制強化が始

まっています。許しがたいことに、この規制強化に反対するサー

クル団体の設置した看板は即撤去され、印刷機の使用が禁止さ

れるなど、露骨な「嫌がらせ」が行われています。

全国大学で様々なことを既成事実化し、「決まったことだか

ら」と一方的に伝え、学生に従わせようとしています。しかし、

学生は、大学当局の言うことに黙って従うだけの存在ではあり

ません。大学の主人公は学生です。全国の学生と一緒になって、

声をあげ、行動を起こそう。

＊新サークル棟の耐震・改修工事を18年４月～11月まで行う。

＊部室を使用している団体は３月中旬までに部室を空にする。

＊仮部室として応急仮設住宅（テニスコート隣）を使用して

もらう。

＊しかし仮部室は64部屋＋８倉庫。全団体は移動できない。

＊「作業部会」を設置し、アンケートをもとに仮部室への配

分を検討していく。

＊中庭会議室・108号室も工事期間は使用できない。

＜討論企画＞新サークル棟の工事の狙いを暴く！

東北大サークル運動の
歴史と教訓

＜日時＞ １月１１日（木）１８時～

＜場所＞ サークル仮棟Ｇ１３

全国有数の環境が整っている東北大のサークル棟は、は

じめから与えられていたものではありません。闘いの成果

として、いまの権利が残っているのです。普段サークル活

動している人もぜひ参加を。


